
第 113回応用セラミックス研究所講演会 

 
２００８年度客員教員講演会 

                         
                           日時：平成 20年 7月 16日（水） 
                         場所：すずかけホール集会室 1 
《プログラム》 
 
13:45～13:55  開会の挨拶         近藤建一 所長 
14:00～17:30  講演会（一講演あたり質疑応答含めて 25分見当） 
  

14:00～14:25  座長 田中先生 
 「韓国のコンクリート事情」 
金 武漢 先生（忠南大学（韓国）） 

 14:25～14:50  座長 田中先生 
「タワーマンションの普及と高強度コンクリート」 
米澤敏男 先生（（株）竹中工務店技術研究所） 

14:50～15:15  座長 笠井先生 
「鉄筋コンクリ－ト建物の地震被害、実験と解析」 
壁谷澤寿海 先生（東京大学地震研究所） 

 15:15～15:40  座長 和田先生 
「建物の地震時機能維持と免震構造の活用・普及」 
田村和夫 先生（清水建設(株)技術研究所） 

 
【10分 休憩】 

 

15:50～16:15  座長 阿竹先生 
「液晶のずり誘起転移 －レオロジーと誘電率－」 
袮宜田啓史 先生（福岡大学理学部） 

16:15～16:40  座長 松本先生 
「化学的剥離法によるグラフェン薄膜作製」 
上野啓司 先生（埼玉大学大学院理工学研究科） 

16:40～17:05 座長 原先生 
「ナノ光学セラミックスってどうナノ？   

 －光触媒および蛍光体の形態と光学特性－」 
戸田健司 先生（新潟大学大学院自然科学研究科） 

17:05～17:30  座長 原先生 
「光触媒とソーラーハイドロジェン」 
工藤昭彦 先生（東京理科大学理学部） 

 
17:30～17:40 
 閉会の挨拶               
 
 

＊ 講演会終了後すぐに、すずかけホール 3 階ラウンジにて、客員教員等歓迎会を行いますので、奮ってご
参加ください。 


